
(57)【要約】

【課題】　本発明は、２列に配置された信号コンタクト

１１、信号コンタクトの列間に配置された接地部材１２

、及び信号コンタクト及び接地部材を保持するハウジン

グ１３をそれぞれ具備し互いに嵌合する第１及び第２コ

ネクタからなる電気コネクタ組立体、およびその電気コ

ネクタ組立体を構成する電気コネクタ１０に関し、接地

経路の信頼性を高め、構成部品点数の少ない、高速信号

伝送に好適な電気コネクタおよび電気コネクタ組立体を

提供する。

【解決手段】　接地部材を構成する第１及び第２の接地

プレート１２１，１２２が２列に配置された信号コンタ

クト１１の各列１１ａ，１１ｂにそれぞれ近接配置され

、また、ハウジング１３が貫通開口１３３を有し、接地

部材１２を構成する連結部１２３を目視確認できる。

【選択図】　　　　図１

JP 2005-190818 A 2005.7.14



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ２ 列 に 配 置 さ れ た 信 号 コ ン タ ク ト 、 該 信 号 コ ン タ ク ト の 列 間 に 配 置 さ れ た 接 地 部 材 、 及
び 前 記 信 号 コ ン タ ク ト 及 び 前 記 接 地 部 材 を 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ を 具 備 す る 電 気 コ ネ ク タ に
お い て 、
　 前 記 接 地 部 材 は 、 一 方 の 信 号 コ ン タ ク ト 列 に 近 接 配 置 さ れ た 第 １ 接 地 プ レ ー ト と 、 他 方
の 信 号 コ ン タ ク ト 列 に 近 接 配 置 さ れ た 第 ２ 接 地 プ レ ー ト と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 接 地 プ レ ー
ト を 連 結 し て 前 記 電 気 コ ネ ク タ が 実 装 さ れ る 回 路 基 板 に 表 面 実 装 さ れ る 連 結 部 と か ら な り
、 側 面 視 で コ 字 形 を な し 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 連 結 部 を 目 視 確 認 で き る よ う に 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 接 地 プ レ ー ト
間 に 貫 通 開 口 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ２ 列 に 配 置 さ れ た 信 号 コ ン タ ク ト 、 該 信 号 コ ン タ ク ト の 列 間 に 配 置 さ れ た 接 地 部 材 、 及
び 前 記 信 号 コ ン タ ク ト 及 び 前 記 接 地 部 材 を 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ を そ れ ぞ れ 具 備 し 互 い に 嵌
合 す る 第 １ 及 び 第 ２ コ ネ ク タ か ら な る 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体 に お い て 、
　 前 記 各 接 地 部 材 は 、 一 方 の 信 号 コ ン タ ク ト 列 に 近 接 配 置 さ れ た 第 １ 接 地 プ レ ー ト と 、 他
方 の 信 号 コ ン タ ク ト 列 に 近 接 配 置 さ れ た 第 ２ 接 地 プ レ ー ト と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 接 地 プ レ
ー ト を 連 結 し て 前 記 電 気 コ ネ ク タ が 実 装 さ れ る 回 路 基 板 に 表 面 実 装 さ れ る 連 結 部 と か ら な
り 、 側 面 視 で コ 字 形 を な し 、
　 前 記 各 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 連 結 部 を 目 視 確 認 で き る よ う に 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 接 地 プ レ ー
ト 間 に 貫 通 開 口 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ の 前 記 接 地 プ レ ー ト は 前 記 第 ２ コ ネ ク タ の 前 記 接 地 プ レ ー ト よ り 内 方
に 位 置 す る と 共 に 相 対 的 に 大 き な 剛 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 電 気 コ ネ
ク タ 組 立 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ２ 列 に 配 置 さ れ た 信 号 コ ン タ ク ト 、 信 号 コ ン タ ク ト の 列 間 に 配 置 さ れ た 接 地
部 材 、 及 び 信 号 コ ン タ ク ト 及 び 接 地 部 材 を 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ を そ れ ぞ れ 具 備 し 互 い に 嵌
合 す る 第 １ 及 び 第 ２ コ ネ ク タ か ら な る 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体 、 お よ び そ の 電 気 コ ネ ク タ 組 立
体 を 構 成 す る 電 気 コ ネ ク タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 の 益 々 の 信 号 の 高 速 化 に 伴 い 、 電 気 コ ネ ク タ に つ い て も 更 な る 高 速 信 号 伝 送 に 適 し
た 構 造 が 求 め ら れ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 高 速 信 号 伝 送 を 行 な う に は 、 接 地 が 重 要 な 役 割 り を 占 め 、 ど の よ う な 接 地 部 品 を ど こ に
配 置 す る か が 重 要 で あ る 。 ま た 、 例 え ば 回 路 基 板 に 接 地 部 品 を 接 続 す る と き の 接 続 の 信 頼
性 も 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ８ は 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 図 ８ に 示 す 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体 ８ ０ は 、 互 い に 嵌 合 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 電 気 コ ネ ク
タ ８ １ ， ８ ２ か ら 構 成 さ れ て い る 。 第 １ の 電 気 コ ネ ク タ ８ １ に は 、 ２ 列 に 配 列 さ れ た 信 号
コ ン タ ク ト ８ １ １ と 、 信 号 コ ン タ ク ト ８ １ １ の 列 間 に 配 置 さ れ た 接 地 部 材 ８ １ ２ と 、 そ れ
ら 信 号 コ ン タ ク ト ８ １ １ 及 び 接 地 部 材 ８ １ ２ を 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ ８ １ ３ を 有 す る 。 こ こ
で 、 信 号 コ ン タ ク ト ８ １ １ 及 び 接 地 部 材 ８ １ ２ は 、 回 路 基 板 （ 図 示 せ ず ） を 貫 通 す る い わ
ゆ る ｄ ｉ ｐ タ イ プ の 脚 部 ８ １ １ ａ ， ８ １ ２ ａ を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-190818 A 2005.7.14



　 ま た 、 第 ２ の 電 気 コ ネ ク タ ８ ２ も 同 様 に 、 ２ 列 に 配 列 さ れ た 信 号 コ ン タ ク ト ８ ２ １ と 、
信 号 コ ン タ ク ト ８ ２ １ の 列 間 に 配 置 さ れ た 接 地 部 材 ８ ２ ２ と 、 そ れ ら 信 号 コ ン タ ク ト ８ ２
１ 及 び 接 地 部 材 ８ ２ ２ を 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ ８ ２ ３ を 有 し 、 そ れ ら 信 号 コ ン タ ク ト ８ ２ １
及 び 接 地 部 材 ８ ２ ２ は 、 回 路 基 板 （ 図 示 せ ず ） を 貫 通 す る ｄ ｉ ｐ タ イ プ の 脚 部 ８ ２ １ ａ ，
８ ２ ２ ａ を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ９ は 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た 電 気 コ ネ ク タ の 外 観 斜 視 図 、 図 １ ０ は 、 図 ９ に 外 観 を
示 す 電 気 コ ネ ク タ を 構 成 す る コ ン タ ク ト の 配 列 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 電 気 コ ネ ク タ ９ ０ は 、 ４ 列 の コ ン タ ク ト ９ １ ， ９ ２ と 、 そ れ ら ４ 列 の コ ン タ ク ト ９
１ ， ９ ２ を 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ ９ ３ を 有 す る 。 こ の ハ ウ ジ ン グ ９ ３ に は 、 そ れ ら ４ 列 の コ
ン タ ク ト ９ １ ， ９ ２ の う ち の 内 側 の ２ 列 の コ ン タ ク ト ９ ２ の 列 間 に 、 そ れ ら 内 側 の ２ 列 の
コ ン タ ク ト ９ ２ の 脚 部 ９ ２ ａ を 露 出 す る 開 口 ９ ３ １ が 形 成 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ３ ５ ８ ２ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 表 ２ ０ ０ ０ － ５ １ ６ ０ ２ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ８ に 示 す 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体 ８ ０ の 場 合 、 各 電 気 コ ネ ク タ
８ １ ， ８ ２ の ２ 列 の 信 号 コ ン タ ク ト ８ １ １ ， ８ ２ １ の 列 間 に 接 地 部 材 ８ １ ２ ， ８ ２ ２ が 配
備 さ れ て い る た め 、 そ の 点 で は 信 号 コ ン タ ク ト ８ １ １ ， ８ ２ １ の ク ロ ス ト ー ク が 低 減 さ れ
高 速 信 号 伝 送 に 適 し た 構 造 と な っ て い る 。 し か し な が ら こ の 図 ８ に 示 す 電 気 コ ネ ク タ 組 立
体 ８ ０ の 場 合 、 信 号 コ ン タ ク ト ８ ２ １ 及 び 接 地 部 材 ８ ２ ２ は 共 に 回 路 基 板 を 貫 通 す る ｄ ｉ
ｐ タ イ プ の 脚 部 ８ ２ １ ａ ， ８ ２ ２ ａ を 有 す る た め 、 （ １ ） 回 路 基 板 上 面 側 か ら 半 田 接 続 部
を 目 視 確 認 で き な い 、 （ ２ ） 接 地 部 材 ８ ２ ２ の 脚 部 ８ ２ ２ ａ は 互 い に 離 間 し て 配 置 さ れ る
た め 接 地 経 路 を 最 短 に す る こ と が 困 難 で あ る 、 と 言 う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 方 、 図 ９ ， 図 １ ０ に 示 す 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た 電 気 コ ネ ク タ の 場 合 、 内 側 ２ 列 の
コ ン タ ク ト ９ ２ は 接 地 コ ン タ ク ト で は な い の で 高 速 信 号 伝 送 に 好 適 で は な く 、 ま た 、 個 々
の コ ン タ ク ト ９ ２ が 独 立 し て お り 、 構 成 部 品 点 数 が 非 常 に 多 く な っ て し ま う と い う 問 題 が
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み 、 接 地 経 路 の 信 頼 性 を 高 め 、 構 成 部 品 点 数 の 少 な い 、 高 速 信
号 伝 送 に 好 適 な 電 気 コ ネ ク タ お よ び 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 の 電 気 コ ネ ク タ は 、 ２ 列 に 配 置 さ れ た 信 号 コ ン タ ク ト 、 信 号
コ ン タ ク ト の 列 間 に 配 置 さ れ た 接 地 部 材 、 及 び 信 号 コ ン タ ク ト 及 び 接 地 部 材 を 保 持 す る ハ
ウ ジ ン グ を 具 備 す る 電 気 コ ネ ク タ に お い て 、
　 上 記 接 地 部 材 は 、 一 方 の 信 号 コ ン タ ク ト 列 に 近 接 配 置 さ れ た 第 １ 接 地 プ レ ー ト と 、 他 方
の 信 号 コ ン タ ク ト 列 に 近 接 配 置 さ れ た 第 ２ 接 地 プ レ ー ト と 、 第 １ 及 び 第 ２ 接 地 プ レ ー ト を
連 結 し て こ の 電 気 コ ネ ク タ が 実 装 さ れ る 回 路 基 板 に 表 面 実 装 さ れ る 連 結 部 と か ら な り 、 側
面 視 で コ 字 形 を な し 、
　 上 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 上 記 連 結 部 を 目 視 確 認 で き る よ う に 第 １ 及 び 第 ２ 接 地 プ レ ー ト 間 に
貫 通 開 口 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 の 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体 は 、 ２ 列 に 配 置 さ れ た 信 号 コ ン
タ ク ト 、 信 号 コ ン タ ク ト の 列 間 に 配 置 さ れ た 接 地 部 材 、 及 び 信 号 コ ン タ ク ト 及 び 接 地 部 材
を 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ を そ れ ぞ れ 具 備 し 互 い に 嵌 合 す る 第 １ 及 び 第 ２ コ ネ ク タ か ら な る 電
気 コ ネ ク タ 組 立 体 に お い て 、
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　 上 記 各 接 地 部 材 は 、 一 方 の 信 号 コ ン タ ク ト 列 に 近 接 配 置 さ れ た 第 １ 接 地 プ レ ー ト と 、 他
方 の 信 号 コ ン タ ク ト 列 に 近 接 配 置 さ れ た 第 ２ 接 地 プ レ ー ト と 、 第 １ 及 び 第 ２ 接 地 プ レ ー ト
を 連 結 し て 電 気 コ ネ ク タ が 実 装 さ れ る 回 路 基 板 に 表 面 実 装 さ れ る 連 結 部 と か ら な り 、 側 面
視 で コ 字 形 を な し 、
　 上 記 各 ハ ウ ジ ン グ は 、 上 記 連 結 部 を 目 視 確 認 で き る よ う に 第 １ 及 び 第 ２ 接 地 プ レ ー ト 間
に 貫 通 開 口 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 、 上 記 本 発 明 の 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体 に お い て 、 上 記 第 １ コ ネ ク タ の 接 地 プ レ ー ト
は 上 記 第 ２ コ ネ ク タ の 接 地 プ レ ー ト よ り 内 方 に 位 置 す る と 共 に 相 対 的 に 大 き な 剛 性 を 有 す
る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 本 発 明 の 電 気 コ ネ ク タ な い し 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体 に よ れ ば 、 接 地 部 材 を 構 成 す る 第
１ 及 び 第 ２ の 接 地 プ レ ー ト が ２ 列 に 配 置 さ れ た 信 号 コ ン タ ク ト の 各 列 に そ れ ぞ れ 近 接 配 置
さ れ て い る た め 、 高 速 信 号 伝 送 に 好 適 で あ る 。 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ が 貫 通 開 口 を 有 し 、 接 地
部 材 を 構 成 す る 連 結 部 を 目 視 確 認 で き る た め 、 そ の 連 結 部 の 半 田 接 続 の 状 態 を 目 視 確 認 で
き 、 接 地 経 路 の 信 頼 性 が 向 上 す る 。 さ ら に そ の 接 地 部 材 は 側 面 視 で コ 字 形 を な す １ つ の 部
材 で よ く 、 構 成 部 品 点 数 が 少 な く て 済 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 第 １ コ ネ ク タ の 接 地 プ レ ー ト を 第 ２ コ ネ ク タ の 接 地 プ レ ー ト よ り 内 方 に 位 置 さ
せ る と と も に 相 対 的 に 大 き な 剛 性 を 有 す る と 、 そ の 第 １ コ ネ ク タ の 接 地 プ レ ー ト の 内 側 に
ハ ウ ジ ン グ 壁 を 要 し な い の で 、 連 結 部 の 視 認 性 を 阻 害 す る こ と な く 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体 の
幅 方 向 の 寸 法 を 小 さ く 保 つ こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ 、 図 ２ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て の 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体 を 構 成 す る 。 そ れ ぞ れ
プ ラ グ コ ネ ク タ 、 リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ の 斜 視 図 で あ る 。 こ れ ら プ ラ グ コ ネ ク タ 、 リ セ プ
タ ク ル コ ネ ク タ は 、 そ れ ぞ れ が 本 発 明 の 電 気 コ ネ ク タ の 実 施 形 態 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 す プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ は 、 ２ 列 に 配 列 さ れ た 信 号 コ ン タ ク ト １ １ と 、 側 面 視 で
コ 字 形 を な す 接 地 部 材 １ ２ と 、 そ れ ら 信 号 コ ン タ ク ト １ １ 及 び 接 地 部 材 １ ２ を 保 持 す る ハ
ウ ジ ン グ １ ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ハ ウ ジ ン グ １ ３ は 、 外 周 を 囲 う 外 壁 １ ３ １ と 、 そ の 内 側 に 立 設 し て 一 周 す る 内 壁 １ ３ ２
を 備 え て お り 、 そ の 内 壁 １ ３ ２ の 内 側 に は 、 大 き な 貫 通 開 口 １ ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 信 号 コ ン タ ク ト １ １ に は 、 図 １ に 示 さ れ て い る 部 分 と し て 、 ハ ウ ジ ン グ １ ３ の 内
壁 １ ３ １ の 外 側 に 沿 っ て 立 ち 上 が る 、 相 手 コ ネ ク タ の コ ン タ ク ト に 接 触 す る 接 触 部 １ １ １
と 、 ハ ウ ジ ン グ １ ３ の 底 部 か ら 横 に 延 び て ハ ウ ジ ン グ １ ３ か ら 突 出 し た 、 回 路 基 板 （ 図 示
せ ず ） に 接 続 さ れ る 端 子 部 １ １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 信 号 コ ン タ ク ト １ １ の 詳 細 構 造 に つ
い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 接 地 部 材 １ ２ は 、 ２ 列 に 配 列 さ れ た 信 号 コ ン タ ク ト １ １ の う ち の 一 方 の 信 号 コ ン
タ ク ト 列 １ １ ａ に 近 接 配 置 さ れ る 第 １ 接 地 プ レ ー ト １ ２ １ と 、 他 方 の 信 号 コ ン タ ク ト 列 １
１ ｂ に 近 接 配 置 さ れ る 第 ２ 接 地 プ レ ー ト １ ２ ２ と 、 こ れ ら 第 １ 接 地 プ レ ー ト １ ２ １ 及 び 第
２ 接 地 プ レ ー ト １ ２ ２ を 連 結 し て 、 プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ が 実 装 さ れ る 回 路 基 板 （ こ こ に は
図 示 せ ず 。 図 ３ 参 照 ） に 表 面 実 装 さ れ る 連 結 部 １ ２ ３ と か ら な る 。 こ の 接 地 部 材 １ ２ の 第
１ 接 地 プ レ ー ト １ ２ １ 及 び 第 ２ 接 地 プ レ ー ト １ ２ ２ に は 、 打 抜 き 及 び 曲 げ 加 工 に よ り 形 成
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さ れ た 接 地 コ ン タ ク ト １ ２ ４ が 配 列 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 接 地 部 材 １ ２ の 連 結 部 １ ２ ３
に は 、 こ の プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ の 裏 面 に 貫 通 す る ス リ ッ ト 状 の 開 口 １ ２ ５ が 多 数 設 け ら れ
て い る 。 こ の 接 地 部 材 １ ２ に は 、 そ の 連 結 部 １ ２ ３ が ハ ウ ジ ン グ １ ３ の 貫 通 開 口 １ ３ ３ に
配 置 さ れ 、 第 １ 接 地 プ レ ー ト １ ２ １ 及 び 第 ２ 接 地 プ レ ー ト ２ ２ ２ が ハ ウ ジ ン グ １ ３ の 内 壁
１ ３ ２ の 内 側 に 支 持 さ れ た 状 態 に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ３ に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ に 示 す リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ は 、 ２ 列 に 配 列 さ れ た 多 数 の 信 号 コ ン タ ク ト ２ １
と 、 側 面 視 で コ 字 形 を な す 接 地 部 材 ２ ２ と 、 そ れ ら 信 号 コ ン タ ク ト ２ １ 及 び 接 地 部 材 ２ ２
を 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ ２ ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ハ ウ ジ ン グ ２ ３ に は 、 外 周 を 囲 う 外 壁 ２ ３ １ が 形 成 さ れ て お り 、 ま た そ の 外 壁 ２ ３ １ で
囲 わ れ た 領 域 の 中 央 部 に は 、 長 手 方 向 に 延 び た 貫 通 開 口 ２ ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ の 信 号 コ ン タ ク ト ２ １ に は 、 図 ２ に 示 さ れ て い る 部 分 と
し て 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ３ の 外 壁 ２ ３ １ の 内 側 に 沿 っ て 立 ち 上 が る 、 相 手 コ ネ ク タ の コ ン タ ク
ト に 接 触 す る 接 触 部 ２ １ １ と 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ３ の 底 部 か ら 横 に 延 び て ハ ウ ジ ン グ ２ ３ か ら
突 出 し た 、 回 路 基 板 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ る 端 子 部 ２ １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 信 号
コ ン タ ク ト ２ １ の 接 触 部 ２ １ １ は 、 図 １ に 示 す プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ の 信 号 コ ン タ ク ト １ １
の 接 触 部 １ １ １ と 同 一 形 状 を な し て い る 。 信 号 コ ン タ ク ト ２ １ の 詳 細 構 造 に つ い て は 、 図
１ に 示 す プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ の 信 号 コ ン タ ク ト １ １ の 詳 細 構 造 の 説 明 と 一 緒 に 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 接 地 部 材 ２ ２ は 、 ２ 列 に 配 列 さ れ た 信 号 コ ン タ ク ト ２ １ の う ち の 一 方 の 信 号 コ ン
タ ク ト 列 ２ １ ａ に 近 接 配 置 さ れ た 第 １ 接 地 プ レ ー ト ２ ２ １ と 、 他 方 の 信 号 コ ン タ ク ト 列 ２
１ ｂ に 近 接 配 置 さ れ た 第 ２ 接 地 プ レ ー ト ２ ２ ２ と 、 こ れ ら 第 １ 接 地 プ レ ー ト ２ ２ １ 及 び 第
２ 接 地 プ レ ー ト ２ ２ ２ を 連 結 し て 、 こ の リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ が 実 装 さ れ る 回 路 基 板
（ こ こ に は 図 示 せ ず 。 図 ３ 参 照 ） に 表 面 実 装 さ れ る 連 結 部 ２ ２ ３ と か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 図 １ に 示 す プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ の 接 地 部 材 １ ２ を 構 成 す る 第 １ 接 地 プ レ ー ト １
２ １ 及 び 第 ２ 接 地 プ レ ー ト １ ２ ２ は ハ ウ ジ ン グ １ ３ の 内 壁 １ ３ ２ に 支 え ら れ て い る た め 、
こ の プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ の 接 地 部 材 １ ２ は 薄 板 材 料 で 形 成 さ れ て い た が 、 図 ２ に 示 す リ セ
プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ の 接 地 部 材 ２ ２ を 構 成 す る 第 １ 接 地 プ レ ー ト ２ ２ １ 及 び 第 ２ 接 地 プ
レ ー ト ２ ２ ２ は そ の 自 体 の 剛 性 で 立 設 し て お り 、 し た が っ て こ の リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２
０ の 接 地 部 材 ２ ２ は 、 図 １ に 示 す プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ の 接 地 部 材 １ ２ と 比 べ 厚 板 の 材 料 で
形 成 さ れ て 相 対 的 に 大 き な 剛 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 こ の リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ の 接 地 部 材 ２ ２ は 、 そ れ 自 体 で 自 立 で き る
だ け の 大 き な 剛 性 を 有 す る た め 、 こ の リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ の ハ ウ ジ ン グ ２ ３ に は 、
そ の 接 地 部 材 ２ ２ を 構 成 す る 第 １ 接 地 プ レ ー ト ２ ２ １ 及 び 第 ２ 接 地 プ レ ー ト ２ ２ ２ を 支 持
す る た め の 壁 を 形 成 す る 必 要 が な く 、 こ の こ と に よ り 、 こ の リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ や
、 こ の リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ と プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ と を 合 わ せ た 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体
の 幅 方 向 の 寸 法 を 小 さ く 保 ち 、 か つ 連 結 部 １ ２ ３ ， ２ ２ ３ の 視 野 を 良 好 に 保 つ こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ を 構 成 す る 接 地 部 材 ２ ２ の 連 結 部 ２ ２ ３ に
は 、 こ の リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ の 裏 面 に 貫 通 す る ス リ ッ ト 状 の 多 数 の 開 口 ２ ２ ４ が 形
成 さ れ て い る 。 こ の 接 地 部 材 ２ ２ は 、 そ の 連 結 部 ２ ２ ３ が ハ ウ ジ ン グ ２ ３ の 貫 通 開 口 ２ ３
２ に 配 置 さ れ た 状 態 に 、 そ の ハ ウ ジ ン グ ２ ３ に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ は 、 接 地 部 材 の 連 結 部 が 回 路 基 板 に 半 田 付 け さ れ た 状 態 を 示 す 模 式 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 図 １ 、 図 ２ の い ず れ の コ ネ ク タ １ ０ ， ２ ０ に も 接 地 部 材 １ ２ ， ２ ２ が 備 え ら れ て お り 、
こ れ ら の 接 地 部 材 １ ２ ， ２ ２ の 連 結 部 １ ２ ３ ， ２ ２ ３ に は 、 裏 側 に 貫 通 す る ス リ ッ ト 状 の
開 口 １ ２ ５ ， ２ ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ は 、 図 １ に 示 す プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ の 接 地 部 材 １ ２ で 代 表 さ せ て 、 そ の 接 地 部 材 １
２ の 連 結 部 １ ２ ３ に 多 数 形 成 さ れ た 開 口 １ ２ ５ の １ つ と 、 接 地 部 材 １ ２ の 連 結 部 １ ２ ３ の
、 そ の １ つ の 開 口 １ ２ ５ の 両 側 の 部 分 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 接 地 部 材 １ ２ の 連 結 部 １ ２ ３ は 、 回 路 基 板 ３ ０ に 半 田 ３ １ で 半 田 付 け さ れ る こ と に
よ り 表 面 実 装 さ れ る が 、 そ の 際 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 開 口 １ ２ ５ の 周 縁 部 分 が 回 路 基 板 ３
０ と 半 田 ３ １ で 半 田 付 け さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 接 地 部 材 １ ２ （ 図 ２ に 示 す リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ の 接 地 部 材 ２ ２ も 同 様
） に 多 数 の 開 口 １ ２ ５ ， ２ ２ ４ を 設 け た た め 、 そ れ ら 多 数 の 開 口 １ ２ ５ ， ２ ２ ４ の 縁 が 半
田 付 け さ れ て 全 体 と し て 強 固 に 且 つ 確 実 に 半 田 付 け さ れ る 。 ま た 、 こ の 開 口 １ ２ ５ ， ２ ２
４ は 貫 通 し て お り 、 且 つ 、 ハ ウ ジ ン グ １ ３ ， ２ ３ に 設 け ら れ た 貫 通 開 口 １ ３ ３ ， ２ ３ ２ に
配 備 さ れ て い る た め 、 接 地 部 材 １ ２ ， ２ ２ の 連 結 部 １ ２ ３ ， ２ ２ ３ の 半 田 付 け の 状 態 を 目
視 確 認 す る こ と が で き 、 半 田 付 け の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ 、 図 ５ は 、 図 １ に 示 す プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ と 図 ２ に 示 す リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０
の 嵌 合 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ４ は 、 図 ２ に 示 す リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ を 矢 印 Ｘ
－ Ｘ に 沿 っ て 断 面 し 、 図 １ の プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ も そ れ に 対 応 す る 箇 所 を 断 面 し て 示 し た
図 で あ り 、 図 ５ は 、 図 ２ に 示 す リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ を 矢 印 Ｙ － Ｙ に 沿 っ て 断 面 し 、
図 １ の プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ も そ れ に 対 応 す る 箇 所 を 断 面 し て 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 尚 、 図 ４ に お い て は 、 プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ の 信 号 コ ン タ ク ト １ １ の 接 触 部 １ １ １ 及 び リ
セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ の 信 号 コ ン タ ク ト ２ １ の 接 触 部 ２ １ １ が そ れ ぞ れ 相 手 コ ン タ ク ト
に 食 い 込 む よ う に 描 か れ て い る が 、 こ れ は 、 嵌 合 す る 前 の プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ 及 び リ セ プ
タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ の 信 号 コ ン タ ク ト １ １ ， ２ １ の 接 触 部 １ １ １ ， ２ １ １ の 位 置 を 示 し た
も の で あ り 、 実 際 に は 嵌 合 の 際 に 相 手 コ ン タ ク ト と 干 渉 し て 撓 ん だ 状 態 と な り 、 相 手 コ ン
タ ク ト に 所 定 の 接 触 圧 を も っ て 接 触 し 電 気 的 に 導 通 し た 状 態 に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 図 ４ に お い て プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ の 接 地 部 材 １ ２ の 接 地 コ ン タ ク ト １ ２ ４ は 、 そ
の 一 部 が リ セ プ タ ク ル コ ン タ ク ト ２ ０ の 接 地 部 材 ２ ２ の 第 １ 接 地 プ レ ー ト ２ ２ １ 及 び 第 ２
接 地 プ レ ー ト ２ ２ ２ に 隠 れ る よ う に 描 か れ て お り 、 図 ５ で は 、 接 地 コ ン タ ク ト １ ２ ４ が 第
１ 接 地 プ レ ー ト ２ ２ １ 及 び 第 ２ 接 地 プ レ ー ト ２ ２ ２ に 食 い 込 ん で 描 か れ て い る が 、 こ れ も
上 記 の 信 号 コ ン タ ク ト の 接 触 部 １ １ １ ， ２ １ １ が 相 手 コ ン タ ク ト に 食 い 込 ん で 描 か れ て い
る の と 同 じ 理 由 に よ る も の で あ り 、 接 地 コ ン タ ク ト １ ２ ４ は 、 実 際 に は 、 嵌 合 の 際 に 第 １
接 地 プ レ ー ト ２ ２ １ 及 び 第 ２ 接 地 プ レ ー ト ２ ２ ２ と 干 渉 し て 弾 性 的 に 変 形 し 所 定 の 接 触 圧
を 保 っ て 第 １ 接 地 プ レ ー ト ２ ２ １ 及 び 第 ２ 接 地 プ レ ー ト ２ ２ ２ に 接 触 し 、 プ ラ グ コ ネ ク タ
１ ０ 及 び リ セ プ タ ク ル コ ン タ ク ト ２ ０ の グ ラ ン ド 同 士 が 接 続 さ れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ こ で 、 図 ４ 、 図 ５ か ら 分 か る よ う に 一 方 の 信 号 コ ン タ ク ト 列 １ １ ａ ， ２ １ ａ に 近 接 し
た 位 置 に 第 １ 接 地 プ レ ー ト １ ２ １ ， ２ ２ １ か ら な る グ ラ ン ド の 壁 が 形 成 さ れ る と と も に 、
他 方 の 信 号 コ ン タ ク ト 列 １ １ ｂ ， ２ １ ｂ に 近 接 し た 位 置 に 、 第 ２ 接 地 プ レ ー ト １ ２ ２ ， ２
２ ２ か ら な る グ ラ ン ド の 壁 が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り ク ロ ス ト ー ク が 抑 制 さ れ 、 高 速
伝 送 に 好 適 な 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ こ で 、 図 ４ 、 図 ５ に 関 す る 説 明 を 一 旦 中 断 し 、 信 号 コ ン タ ク ト １ １ ， ２ １ 自 体 の 構 造
に つ い て 先 に 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ６ は 、 プ ラ グ コ ネ ク タ 及 び リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ の 信 号 コ ン タ ク ト を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 各 信 号 コ ン タ ク ト １ １ ， ２ １ に は 、 接 触 部 １ １ １ ， ２ １ １ 、 凸 部 １
１ ２ ， ２ １ ２ 、 圧 入 部 １ １ ３ ， ２ １ ３ 及 び 端 子 部 １ １ ４ ， ２ １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 接 触 部 １ １ １ ， ２ １ １ は 、 プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ （ 図 １ 、 図 ４ 、 図 ５ 参 照 ） と リ セ プ タ ク
ル コ ネ ク タ ２ ０ （ 図 ２ 、 図 ４ 、 図 ５ 参 照 ） が 嵌 合 し た 際 に 相 手 コ ネ ク タ と 干 渉 し て 弾 性 的
に 変 形 し 、 相 手 コ ン タ ク ト に 対 し 所 定 の 接 触 圧 を 持 っ て 接 触 し 、 相 手 コ ン タ ク ト と 電 気 的
に 接 続 さ れ る 部 分 で あ る 。 こ の 接 触 部 １ １ １ ， ２ １ １ の 、 相 手 コ ン タ ク ト と 接 す る 面 は 、
元 々 の 金 属 平 板 の 面 （ い わ ゆ る ロ ー ル 面 ） が 使 わ れ て お り 、 そ の 面 は 平 滑 面 で あ り 、 挿 抜
力 の 低 下 及 び 高 い 接 触 信 頼 性 に 寄 与 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 凸 部 １ １ ２ ， ２ １ ２ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ の ハ ウ ジ ン グ １ ３
の 内 壁 １ ３ ２ の 外 側 、 リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ の ハ ウ ジ ン グ ２ ３ の 外 壁 ２ ３ １ の 内 側 に
当 接 し て 、 接 触 部 １ １ １ ， ２ １ １ を そ の 内 壁 １ ３ ２ 、 外 壁 ２ ３ １ か ら 離 間 し た 状 態 に 置 く
た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 接 触 部 １ １ １ ， ２ １ １ は 、 相 手 コ ン タ ク ト の 凸 部 ２ １ ２ ， １ １ ２ の 近 傍 に 接 触 す る よ う
に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ は 、 凸 部 ２ １ ２ ， １ １ ２ が 形 成 さ れ た 部 分 は 、 凸 部 ２ １ ２ ， １ １
２ が ハ ウ ジ ン グ に 当 接 し て 位 置 が 固 定 さ れ て い る た め 、 接 触 部 １ １ １ ， ２ １ １ と い う 弾 性
部 と 、 凸 部 ２ １ ２ ， １ １ ２ 近 傍 の 非 弾 性 部 と が 所 定 の 接 触 圧 を 持 っ て 接 触 す る 状 態 と な り
、 両 コ ン タ ク ト の 接 触 が 安 定 し 確 実 な 電 気 的 導 通 が 図 ら れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ７ は 、 信 号 コ ン タ ク ト の 凸 部 の 形 成 方 法 の 説 明 図 で あ る 。 こ こ で は 、 代 表 的 に リ セ プ
タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ の コ ン タ ク ト ２ １ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 先 ず 、 図 ７ （ Ａ ） に 示 す よ う に 板 金 の 打 抜 き 加 工 に よ り 、 幅 方 向 に 突 出 し た 突 出 片 ２ １
２ １ ， ２ １ ２ ２ を 形 成 す る 。 そ の 後 、 こ れ ら 幅 方 向 に 突 出 し た 突 出 片 ２ １ ２ １ ， ２ １ ２ ２
を 図 ７ （ Ｂ ） に 示 す 矢 印 方 向 に 折 り 曲 げ る と と も に 内 側 に 寄 せ る 力 を 加 え る こ と に よ り 、
凸 部 ２ １ ２ が 形 成 さ れ る 。 プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ の コ ン タ ク ト １ １ の 凸 部 １ １ ２ に つ い て も
同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 す 信 号 コ ン タ ク ト １ １ ， ２ １ の 圧 入 部 １ １ ３ ， ２ １ ３ は ハ ウ ジ ン グ １ ３
， ２ ３ に 圧 入 さ れ る 部 分 で あ る 。 こ の 圧 入 部 １ １ ３ ， ２ １ ３ は 、 元 々 の 金 属 板 の 幅 方 向 、
す な わ ち 、 図 ４ 、 図 ５ に お け る 紙 面 に 垂 直 な 方 向 に 広 が っ て お り 、 ハ ウ ジ ン グ １ ３ ， ２ ３
の 、 図 ４ ， 図 ５ に お け る 紙 面 に 垂 直 な 方 向 を 向 い た 壁 に 食 い 込 む こ と に よ り 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 す 信 号 コ ン タ ク ト １ １ ， ２ １ の 端 子 部 １ １ ４ ， ２ １ ４ は 、 基 板 に 実 装 さ
れ る 部 分 で あ る 。 こ こ に 示 す 例 で は 端 子 部 １ １ ４ ， ２ １ ４ は 基 板 に 表 面 実 装 さ れ る 形 状 を
有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ 、 特 に 図 ４ に 戻 っ て 説 明 を 続 け る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ の ハ ウ ジ ン グ １ ３ の 内 壁 １ ３ ２ の 先 端 、 す な わ ち 、 そ の プ ラ グ コ ネ
ク タ １ ０ の 信 号 コ ン タ ク ト １ １ の 接 触 部 １ １ １ の 先 端 近 傍 に 、 そ の 接 触 部 １ １ １ の 先 端 を
保 護 す る た め の 庇 部 １ ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の プ ラ グ コ ネ ク タ １ ０ の ハ ウ ジ ン グ １ ３
の 構 造 の 場 合 、 内 壁 １ ３ ２ の 外 側 は 、 こ の 庇 部 １ ３ ４ 以 外 突 出 し た 部 分 は 存 在 せ ず 、 こ の
ハ ウ ジ ン グ １ ３ を 図 ４ の 上 下 に 分 割 で き る 割 り 金 型 で 製 造 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の プ
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ラ グ コ ネ ク タ １ ０ の 信 号 コ ン タ ク ト １ １ に は 、 上 述 の 凸 部 １ １ ２ が 設 け ら れ て い る た め 、
そ の 信 号 コ ン タ ク ト １ １ の 接 触 部 １ １ １ を ハ ウ ジ ン グ １ ３ の 壁 か ら 離 間 し た 状 態 に 保 つ こ
と が で き 、 し か も そ の 信 号 コ ン タ ク ト １ １ の 凸 部 １ １ ２ が 形 成 さ れ た 部 分 で 相 手 コ ン タ ク
ト の 接 触 部 の 接 触 を 安 定 的 に 受 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ に つ い て も 同 様 で あ り 、 リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ の
ハ ウ ジ ン グ ２ ３ の 外 壁 ２ ３ １ の 先 端 、 す な わ ち 、 そ の リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ の 信 号 コ
ン タ ク ト ２ １ の 接 触 部 ２ １ １ の 先 端 近 傍 に 、 そ の 接 触 部 ２ １ １ の 先 端 を 保 護 す る た め の 庇
部 ２ ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ ２ ０ の ハ ウ ジ ン グ ２ ３ の 構 造 の 場
合 、 外 壁 ２ ３ １ の 内 側 は 、 こ の 庇 部 ２ ３ ３ 以 外 突 出 し た 部 分 は 存 在 せ ず 、 こ の ハ ウ ジ ン グ
２ ３ を 図 ４ の 上 下 に 分 割 で き る 割 り 金 型 で 製 造 す る こ と が で き る 。 こ の リ セ プ タ ク ル コ ネ
ク タ ２ ０ の 信 号 コ ン タ ク ト ２ １ に は 、 上 述 の 凸 部 ２ １ ２ が 設 け ら れ て い る た め 、 そ の 信 号
コ ン タ ク ト ２ １ の 接 触 部 ２ １ １ を ハ ウ ジ ン グ ２ ３ の 壁 か ら 離 間 し た 状 態 に 保 つ こ と が で き
、 し か も 、 そ の 信 号 コ ン タ ク ト ２ １ の 凸 部 ２ １ ２ が 形 成 さ れ た 部 分 で 相 手 コ ン タ ク ト の 接
触 部 の 接 触 を 安 定 的 に 受 け る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て の 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体 を 構 成 す る 、 プ ラ グ コ ネ ク タ の
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て の 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体 を 構 成 す る 、 リ セ プ タ ク ル コ ネ
ク タ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 接 地 部 材 の 連 結 部 が 回 路 基 板 に 半 田 付 け さ れ た 状 態 を 示 す 模 式 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す プ ラ グ コ ネ ク タ と 図 ２ に 示 す リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ の 嵌 合 状 態 を 示 す
断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す プ ラ グ コ ネ ク タ と 図 ２ に 示 す リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ の 嵌 合 状 態 を 示 す
断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 プ ラ グ コ ネ ク タ 及 び リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ の 信 号 コ ン タ ク ト を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 信 号 コ ン タ ク ト の 凸 部 の 形 成 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た 電 気 コ ネ ク タ 組 立 体 の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 外 観 を 示 す 電 気 コ ネ ク タ を 構 成 す る コ ン タ ク ト の 配 列 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 １ ０ 　 　 プ ラ グ コ ネ ク タ
　 １ １ 　 　 信 号 コ ン タ ク ト
　 １ ２ 　 　 接 地 部 材
　 １ ３ 　 　 ハ ウ ジ ン グ
　 ２ ０ 　 　 リ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ
　 ２ １ 　 　 信 号 コ ン タ ク ト
　 ２ ２ 　 　 接 地 部 材
　 ２ ３ 　 　 ハ ウ ジ ン グ
　 １ １ １ 　 　 接 触 部
　 １ １ ２ 　 　 凸 部
　 １ １ ３ 　 　 圧 入 部
　 １ １ ４ 　 　 端 子 部
　 １ ２ １ 　 　 第 １ 接 地 プ レ ー ト
　 １ ２ ２ 　 　 第 ２ 接 地 プ レ ー ト
　 １ ２ ３ 　 　 連 結 部
　 １ ２ ４ 　 　 接 地 コ ン タ ク ト
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　 １ ２ ５ 　 　 開 口
　 １ ３ １ 　 　 外 壁
　 １ ３ ２ 　 　 内 壁
　 １ ３ ３ 　 　 貫 通 開 口
　 １ ３ ４ 　 　 庇 部
　 ２ １ １ 　 　 接 触 部
　 ２ １ ２ 　 　 凸 部
　 ２ １ ３ 　 　 圧 入 部
　 ２ １ ４ 　 　 端 子 部
　 ２ ２ １ 　 　 第 １ 接 地 プ レ ー ト
　 ２ ２ ２ 　 　 第 ２ 接 地 プ レ ー ト
　 ２ ２ ３ 　 　 連 結 部
　 ２ ２ ４ 　 　 開 口
　 ２ ３ １ 　 　 外 壁
　 ２ ３ ２ 　 　 貫 通 開 口
　 ２ ３ ３ 　 　 庇 部
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(11) JP 2005-190818 A 2005.7.14



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5E021 FA05  FA11  FA14  FA16  FB02  FC20  FC29  FC40  LA01  LA12 
　　　　 　　        LA15 
　　　　 　　  5E023 AA04  AA16  BB02  BB22  CC02  CC22  CC26  EE04  GG01  HH12 
　　　　 　　        HH18  HH26 

(12) JP 2005-190818 A 2005.7.14


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

